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「古代文字資料館」いろいろな概説―古代文字との出会い６― 

 

甲骨文字の世界（１）はじめに 
 

 
佐藤久美：文学部の学生。歴史一般に関心がある。 
山村健一：情報科学部の学生。入門段階のいろいろな言葉の学習を 

趣味としている。 
安井教授：漢文の先生。いろいろな文字に関心がある。 

  

第１回目 
教科書の記述 
殷と商  
殷の年代 

第２回目 
甲骨文字の発見 
甲骨文字の時代 
占うこと、文字を刻すこと 

第３回目 
甲骨文字と甲骨文 
甲骨文と漢語 

 
〈第１回目〉 

・・・・・安井教授の研究室。お茶を飲みながら・・・・・ 
 
《教科書の記述》 
安井教授：佐藤さん、そこに高校の世界史の教科書（『三省堂 世界史[B]改訂版』）が

あります。古代中国の「殷」と「甲骨文字」についてまとめてくれません

か。 
佐藤久美：はい。 

・・・・・・・・・・ 
教科書によりますと、こういったことです。 
 
一、殷は紀元前 17～16 世紀ごろ建国され、紀元前 11 世紀ごろ周によって

滅ぼされた。 



 

 2

二、現在の河南省安陽市に殷後期の遺跡がある。1899 年、この付近から文
字が刻まれた獣骨や亀甲が発見された。これが「甲骨文字」である。 

三、1928 年以来、大規模な学術調査が行われ、殷の事情が明らかになっ
た。 

四、殷王は甲骨を用いて占いを行い、その結果にもとづいて政治を行っ

た。その記録に使われたものが甲骨文字で、漢字の基礎となった。 
五、占いを行うには、亀の甲や獣の骨の裏側を火で熱し、表面に生じたひ

びの具合によって吉凶を判断し、その結果を表面に刻み込んだ。 
 
《殷と商》 
山村健一：中国で出版された本の年表をみますと、古代の王朝として「夏」「商」

「周」・・・と並んでいます。どうして「殷」という王朝名が出てこないの

でしょうか？ 
安井教授：「殷」の人たちは自分たちのことを「商」と呼んでいました。ですから中国

では殷とはいわず商といいます。 
 こんなことが書かれた甲骨文があります。 
 

己巳に王がト（ﾎﾞｸ）して貞（ﾄ）う； 
今歳、商は年を受けるか？  
王、占って曰く；吉なり 
 

これは「己巳という日に王がト占をして聞いた。今年、商は年（作物の実

り）を受けるだろうか？と。それから、王は甲骨のひび割れの具合などを見

て予言をした。吉であると。」という意味です。この後に、東西南北の土地

の稔りを占う文が続きます。これによって「商」が諸方の中心にあることが

わかります。 
山村健一：そうしますと、殷というのは何でしょうか？ 
安井教授：殷王朝創始者の湯（ﾄｳ）王は亳（ﾊｸ。現在の河南省偃師県（ｴﾝｼｹﾝ）にあった

とされる）に都を置きました。19 代目の王である盤庚（ﾊﾞﾝｺｳ）から最後の
30 代紂王（ﾁｭｳｵｳ）までのあいだは、殷に都が置かれました。殷は現在の安
陽市小屯一帯の地域にあたります。商王朝が栄えた後半期の都が殷というわ

けです。日本ではこの王朝を殷と呼ぶのが一般的ですので、ここでも殷とい

うことにしましょう。 
 
《殷の年代》 
佐藤久美：殷は「紀元前 17～16 世紀ごろ建国され、紀元前 11 世紀ごろ周によって滅ぼ
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された」とありますが、このようなことはどうしてわかるのでしょうか？ 
安井教授：中国古代には、「夏」（ｶ）、「殷」（ｲﾝ）、「周」（ｼｭｳ）という王朝があ

ったということになっています。 
佐藤さん、それぞれの関係についてなにかご存じですか？ 

佐藤久美：はい。「夏」王朝は今のところ伝説の王朝のようです。その最後の王とされ

る桀（ｹﾂ）を、殷の湯（ﾄｳ）が倒して殷王朝を建てました。それから、殷王

朝の最後の王は紂（ﾁｭｳ）なのですが、その紂王を周の武王が倒して周王朝を

建てたということではないでしょうか。 
安井教授：そのとおりですね。 

それで佐藤さんの疑問は、殷の湯王が夏の桀王を倒した年代と、殷の紂王

が周の武王に倒された年代はどうしてわかるのかということになります。 
『史記』の巻十四には「十二諸侯年表第二」という年表があります。そこ

にでている最も古い紀年は、周の共和元年です。紀元前 841 年にあたりま
す。これより、前漢の武帝の太初四年（紀元前 101 年）までたどることがで
きますが、紀元前 841 年以前の紀年はわかりません。ですから殷の紂王が周
の武王に倒された正確な年代はわかりません。わからないのですが幾つか説

はあります。最も古く見積もった説は紀元前 1111 年、新しいものは 1023 年
です。 
それで、『竹書紀年』（ﾁｸｼｮｷﾈﾝ）という本に「湯が夏を滅ぼし、二十九代

の王を経て、四百九十六年かかった」（湯滅夏以至于受、二十九王、用歳四

百九十六年）とあります。ですから、殷の湯王が夏の桀王を倒した年代は、

紀元前 1111 年説によると、これに 496 年をたして紀元前 1607 年となます。
紀元前 1023 年説によると、これに 496 年をたして紀元前 1519 年となりま
す。このあたりのことは『中国の歴史 01 神話から歴史へ 神話時代 夏王

朝』（宮本一夫著。講談社、2005 年）にでていますので目を通しておいてく
ださい。 

夏 
      桀王 

・・・・・・・・・・・・・1607年、 1519年 
       湯王 
殷（商）                496年間（『竹書紀年』による） 
       紂王 

・・・・・・・・・・・・・1111年説、1023年説 
       武王 
周 
         ・・・共和元年 841年（『史記』による） 
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〈第２回目〉 
 
《甲骨文字の発見》 
佐藤久美：「1899 年に安陽市の付近から文字が刻まれた獣骨や亀甲が発見された」とあ

りますが、誰がどのように発見したのでしょうか？ 
安井教授：甲骨文字を始めて世の中に紹介した本は『鉄雲蔵亀』です。これは劉鶚（ﾘｭｳ 

ｶﾞｸ。字あざなは鉄雲ﾃﾂｳﾝ）という人が 1903 年の 11 月に出版したものです。
劉鶚自身が書いた序文によりますと、甲骨は巳亥の年（1899 年）に河南省の
湯陰県から出土したといいます（「亀板、巳亥歳、出土在河南湯陰県」）。

その一部とおもわれるものを王懿栄（ｵｳ ｲｴｲ）という人に持ち込んだ骨董商
人がいました。康子の年（1900）のことです。王氏はこれを見て価値を認め
購入したといいます。ところが同年、歴史上有名な「義和団事件」が起こ

り、王氏は清朝の高官として殉死してしまった。その後壬寅の年（1902 年）
に劉鶚が王氏所蔵の甲骨片を買い取り、劉鶚自ら収集したものと合わせると

五千片ほどになったようです。そのなかより千片ほど（正確には 1058片）良
いものを選び出して拓本にとり 1903年に出版しました。 

      ですから、この序によりますと、1899 年という年は、タダの甲骨片が掘り
出された年ではなくて、古代文字の資料として価値が確認されることになる

甲骨文字片が掘り出された年、ということになります。甲骨文字片そのもの

は 1899年以前から出土していたことでしょう。それは人々の目に触れていた
はずです。「心ここにあらざれば、見れども見えず、聞けども聞こえず」と

いったところでしょうか。刻されている文字を的確に評価することができ

て、それで始めて大きな価値と影響が生じるわけです。 
      誰がどのように発見したかということも序に書いてあります。それによる

と、農民が土地の盛り上がっている部分を見つけ掘ってみると骨片が出てき

たということです。 
佐藤久美：教科書によりますと、甲骨文字片の出土地は河南省の安陽市とありますが、

劉鶚の序文では河南省の湯陰県となっています。安陽市と湯陰県はどのよう

な関係にあるのでしょうか？ 
安井教授：湯陰県は、殷の最後の王である紂王の離宮鹿台（ﾛｸﾀﾞｲ）があったところで

す。戦いに破れた紂王が鹿台に火を放って身を投じ、殷王朝の幕が閉じた場

所として有名です。湯陰県は安陽市の南にあり二つは異なる場所です。 
当時、甲骨文字片は高く売れました。それを生業にしている人たちは出土

地を教えたくなかったのでしょうね。湯陰県は鹿台があった場所としてよく
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知られていたため出土地として都合がよかったわけです。その話しをそのま

ま信用して書いたものでしょう。 
 
《甲骨文字の時代》 
佐藤久美：「殷後期の遺跡から文字が刻まれた獣骨や亀甲が発見された」とあります。

どうして遺跡が殷代のものだとわかったのでしょうか？ しかも後期であると
どうしてわかったのでしょうか？ 

安井教授：先ずは遺跡自体のことは傍らにおきます。王懿栄と劉鶚は甲骨に刻まれた文

字の価値を認め収集し、それが『鉄雲蔵亀』として結実したことはお話しし

ました。この『鉄雲蔵亀』は世界で始めて甲骨文字を紹介した画期的な書物

です。その著者である劉鶚は序のなかで甲骨文字片は中国古代の殷のもので

あると述べています。 
甲骨文のなかに、「祖乙、祖辛、母庚」などの人名がでてきます。劉鶚に

よると、乙、辛、庚などの十干を人名に用いていることが殷人の証拠である

というのです（「祖乙、祖辛、母庚、以天干為名。実為殷人之確拠

也。」）。確かに手元にある『史記』をみましても、十干を王の名前に用い

ているのは殷だけです。これはなかなか鋭い見方です。 
佐藤久美：しかし劉鶚は湯陰県から出土したと思っていたわけですね？ 
安井教授：そうです。甲骨の出土地が安陽市の小屯であることがわかったのは今しばら

く経ってからです。 
佐藤久美：小屯から出土した甲骨文字片が殷の遺物であるということはわかりました。

それで、どうして殷の後期のものとわかったのでしょうか？ 
安井教授：殷王朝の王の系図は司馬遷が書いた『史記』にでています。それで、小屯付

近から出土した甲骨文字資料は内容から、系図中のどの王の時代のものかが

わかります。正確にいうと、わかるものもあるということです。はっきりと

わかるものは第 22代の武丁以降のものです。   
それで『竹書紀年』という本をみますと、「盤庚が殷に移ってから紂が滅

ぶまでの 273 年間は都を移すことはなかった」（自盤庚徙殷、至紂之滅、二
百七十三年。更不徙都。）とあります。そのとおりだとすると殷後期の第 19
代の盤庚から第 30代の紂王（すなわち帝辛）まで同じ地域に都があったこと
になります。小屯付近から出土した甲骨文字資料は第 22代の武丁以降のもの
ですから、ここ小屯一帯は、盤庚が移ってから紂が滅ぶまでの 273 年間の
「商」の都すなわち殷であるということになります。 

佐藤久美：殷墟から出てくる甲骨文字片は第 22 代の武丁以降のものだということです
が、第 19,20,21代の王の時代の甲骨文字は無いのでしょうか？ 

安井教授：第 19代は盤庚、第 20代は小辛、第 21代は武丁のお父さんの小乙です。どう
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いうわけか、はっきりとこの時代のものとわかる甲骨文字資料は出土してい

ないようです。武丁以前のまとまった文字資料がどうして見つからないのか

不思議です。 
山村健一：武丁以前のまとまった文字資料が見つからないのは不思議なことだとのお話

ですが、どうして不思議なのでしょうか？ 
安井教授：甲骨文字について次のような見方が一般的です。 
       この文字は、原始的な絵画文字ではなく、かなり抽象化された文字であ

り、研究者のあいだでは、これよりまえに、すでになんらかの形の文字

が使用されていたことが認められている。ただ、それがまだ発見されて

いないだけである。（『古代中国』（貝塚茂樹、伊藤道治著。講談社学

術文庫、2000年 14頁） 
     甲骨に記された文字は相当程度に発達した文字である。そうであるからに

は、武丁時代の甲骨文字に連続する前段階の文字があるにちがいない。長い

年月を経て次第に甲骨に記された文字に発展したものに違いないという考え

です。そういう観点からすると、武丁時代の甲骨文字につながる文字資料が

発見されず、この文字が武丁の時代に唐突に現れたかのように見えるわけで

すから不思議だということになるわけです。 
山村健一：最近、西夏文字の概説書を読んだのですが、西夏文字は 11世紀のある時期に

一挙にできたようです。もっとも回りには漢字やチベット文字など参考にな

る文字がありました。完成度の高い文字とその運用の実例があれば、それを

参考にして、一時に独創的な文字組織を作ることも可能であることを示す例

です。武丁時代の甲骨文字も、「何らかの文字」に触発され短期間に作られ

たということもあり得るのではないでしょうか？ 
安井教授：武丁時代の甲骨文字は、長い時間をかけて次第に整えられできあがった結果

であるというのが、大方の研究者の見方であり、無理のない見方でもありま

す。山村君のように「何らかの文字に触発され」というばあい、「何らかの

文字」とは何か、どのような接触があったのかということを説明しなければ

なりません。おそらくそれは難しいことでしょう。 
 
《占うこと、文字を刻すこと》 
佐藤久美：先に「己巳に王がト（ﾎﾞｸ）して貞（ﾄ）う；今歳、商は年を受けるか？王、

占って曰く；吉なり」という甲骨文字の資料をみました。占いによって政治

を行うのはわかるのですが、どうしてわざわざ堅い亀の甲羅や牛の骨に文字

を「刻み込んだ」のでしょうか？ 
安井教授：「どうして」という原因を推察するのはなかなか難しいですね。人の行動は

それほど合理的ではありませんから、「ひょんな事」から甲骨に文字を刻み
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始めたということがあってもいいわけです。もっとも、どうして始まったか

という初期の動機と、それが定着した後どの様に利用されたかということは

分けて考えたほうがいいかもしれません。 
佐藤久美：大変な回数の占いをしたわけですから、その備忘録ということではないので

すか？ 
安井教授：当時すでに筆や墨のようなものがありました。それで書かれた甲骨文字片も

出土しています。備忘録もしくは単なる記録ということでしたら筆や墨によ

ればいいわけで、苦労して刻み込む必要はないようにおもいます。 
佐藤久美：「今年、実りをうけるか？」と聞いて「吉」であると神の意志を伝えたわけ

です。そのとおりになったかどうか知りたくなりますね。もしも、不作で大

飢饉にでもなったならば王は神意を間違って伝えたことになり面目は丸つぶ

れで権威は失墜しますが、その反対に予想通り吉であったならば、王の権威

は高まります。 
安井教授：この資料には予想した結果つまり王が伝えた神意の結果がどうなったかとい

うことについては何も刻まれていませんが、結果を刻んだものもあります。

ですから、「王は神意を正しく伝えたのだ」ということを明示するために記

したとの説もあります。このことについて白川静 1972（『甲骨文の世界 古
代殷王朝の構造』東洋文庫 204、平凡社）には次のようにあります。 

 
「すなわちト辞は、貞トによってその行為が完結するのではなく、貞トの

結果が現実となることを要求する意味を持つ、したがってこれをそのト兆の

旁に刻し、塗色して聖化し、その実証されたことを証示する。そのゆえに刻

辞が必要なのであった。そしてそれを証示することによって、神聖な王の権

威を確かめるものとなる。」（31-32頁） 
 
佐藤久美：占いの行為とその結果が王の権威を高め神聖化するのに役立ったということ

ですね。ですが、占いをした当事者達は内容を記憶しているでしょうから、

なにも甲骨に刻まなくても神意を正しく伝えてさえいれば信用は失墜しない

とおもうのですが。 
山村健一：習慣として定着し長年に渡って行われるからには、「文字を刻み込むという

こと自体」に何らかの価値を認めたのだと考えるしかありません。ただ、神

意を正しく伝えていることを証明するために刻した、というような功利的な

見方だけで説明が可能かどうか疑問です。 
思うに、王が神意を間違いなく伝えているということを疑いようのない大

前提として、甲骨に現れた神意そのものへの恐れと敬いの心情の発露から甲

骨に文字を刻み込んだのではないでしょうか。文字自体も極めて神聖なもの
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であったはずです。ですから、神意が現実のものとなったからといって、そ

れで占いの行為の正当性を実証するということではなく、神への賛辞として

現実のものとなった結果も刻み込んだのではないでしょうか。 
要するに、甲骨に文字を刻み込むという行為は、神聖な占いの内容すなわ

ち神意を永遠に止めるため神聖な文字で甲骨に刻み込んだということで、神

意に対する恐れと敬いの発露と考えたいです。 
佐藤久美：二つの見方があるわけですね。一つは、ト辞を刻すという行為は単なる記録

ではなく神意を正しく伝えたことを証し王の権威を高めるためにあるという

見方。いま一つは、神意にたいする恐れと敬いの表現であるという見方で

す。 
当初は神意にたいする恐れと敬いの発露として文字が刻まれ、それが習慣

化し、その後は王の権威付けに利用されたということかもしれませんね。 
 
 
〈第３回目〉 
 
《甲骨文字と甲骨文》 
佐藤久美：教科書によると「占いの記録に使われたものが甲骨文字である」ということ

ですが、甲骨には占い以外のことは記してないのでしょうか？ 
安井教授：ほとんどはト占の記録ですので「ト辞」などと呼ばれます。もっとも、十干

十二支の表や東西南北の風神の一覧表などもあります。これはト占の行為に

直接関わるものではありません。ですから、このような表も含めて甲骨に記

された文を「甲骨文」と呼びましょう。 
佐藤久美：甲骨文に使用される文字が「甲骨文字」というわけですね？ 
安井教授：そうですね。「甲骨文字」はどのような構造になっているか。「甲骨文」の

構造はどうか。それぞれに研究しなければなりません。 
佐藤久美：甲骨文の構造とはどういうことでしょう？ 
安井教授：文法も構造の一つですが、それだけではありません。 

先に挙げた甲骨文を見てください。下線部は「セリフ」の部分で、それ以

外は「地」の部分です。 
 

己巳に王がト（ﾎﾞｸ）して貞（ﾄ）う；今歳、商は年を受けるか？  
王、占って曰く；吉なり 
 

     セリフと地が構造をなしているともいえます。現代の我々の目から見ると当

たり前のことのようですが、これは良く練られた文章です。おそらく、ト占
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の儀式の中で調子を付けて念じられるか、あるいは歌われるかしたもので、

長い時間をかけ一定の様式ができあがったのでしょう。それを武丁の時代に

文字を用いて甲骨に刻み込んだということではないでしょうか。通常の口頭

の言葉とはかけ離れていたかもしれませんね。 
 
《甲骨文と漢語》 
佐藤久美：ところで教科書には「甲骨文字は漢字の基礎」とあります。甲骨文字と漢字

とは別物のようにも読みとれますが、甲骨文字は漢字ではないのですか？ 
安井教授：ここでいう「漢字」というのは、現代の我々が使用している漢字を指してい

るのでしょう。ですから、我々が日常生活の中で使っている漢字の元が甲骨

文字だというくらいの意味です。 
いうまでもなく、漢字とは漢語（中国語）を記した中国の伝統的な文字の

ことで、篆書、隷書、楷書、草書など様々な漢字があります。そのような漢

字と甲骨文字との間に字形上の深刻な断絶はないようです。甲骨文字で記さ

れた言葉も漢語でしょうから、甲骨文字は「初期の漢字」であると言って良

いわけです。 
佐藤久美：甲骨文字で記された言葉が漢語であるとどうしてわかるのでしょうか？ 

文字と言葉は別物です。漢字の原型で書かれているからといって、その言

葉が漢語（中国語）であるとは言い切れません。甲骨文字で書かれた言葉と

漢語（中国語）とはどのような関係にあるのでしょうか？ 殷の甲骨文の言

葉はほんとうに漢語なのでしょうか？ 
安井教授：山村君はどうおもいますか？ 
山村健一：佐藤さんが思い描いている漢語（中国語）とは何かということが問題です。

漢語はタイ語やチベット語と近い関係にある言葉とされています。 
それで、殷王たちの言葉の一端は甲骨文からわかるのですが、三千数百年

前の殷王たちの言葉が、現在の漢語、タイ語、チベット語などのどれと近い

かということを考えているのでしょうか？ 
佐藤久美：そうではなくて、殷の後に西周、戦国時代、秦、漢ときて、現在の中国の言

葉に続くのですが、その間、言葉の上で「断絶」はないのかということで

す。異なる言葉を話す民族が互いに入れ替わって言葉も入れ替わったという

ことになれば「断絶がある」ということでしょうし、「ある言葉」が核にな

って徐々に変化したということならば「断絶がない」といっても良いのでは

ないでしょうか。 
山村健一：断絶がないとしたら、殷の言葉がタイ語的であろうと、チベット語的であろ

うと、それは漢語の祖先と言って良いということですね？ 
山村健一：そういうことになります。 
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安井教授：殷と西周の間に言葉の上で断絶があるかどうか、西周から漢までのあいだに

断絶があるかどうか、おもしろいテーマですね。ただ、話される言葉と書か

れる言葉は別物なので注意が必要です。とくに甲骨文字は意味を表わす象形

文字が主体ですから、文字を並べる一定の約束さえ互いに確認してあれば、

異なる言葉を話す者どうしでも理解は可能となります。甲骨文という書かれ

た言葉にはどのような約束事があるのか、その約束事は西周、戦国時代、

秦、漢の書かれた言葉の約束事とどのような関係にあるかということです

ね。もっとも一度成立した文章の約束事は、文化を継承するように繋がって

いき、実際に話す言葉そのものと離れて成立する場合もあるので注意が必要

です。 
 
 

＊＊＊＊＊これで終わります＊＊＊＊＊ 
 

                         以上は吉池孝一が担当しました 


